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内　　　　　　容

令和5年 2月7日
有識者会議「山梨県新しい国スポ・全スポあり方検討懇話会」を設
置し、以降３回にわたり会議を開催する。

5月11日 「山梨県新しい国スポ・全スポあり方検討懇話会」から、知事に報
告書が提出される。

6月13日 (公財)山梨県スポーツ協会並びに山梨県障害者スポーツ協会から、
大会の招致要望書が、それぞれ県、県議会及び県教育委員会に提出
される。

6月20日 知事が、令和５年６月山梨県議会定例会において、第86回国民ス
ポーツ大会並びに第31回全国障害者スポーツ大会を本県に招致する
意向を表明する。

7月6日 県議会が、令和５年６月山梨県議会定例会において、「第86回国民
スポーツ大会及び第31回全国障害者スポーツ大会の招致に関する決
議」を可決する。

7月18日 知事、県教育委員会教育長及び(公財)山梨県スポーツ協会会長が連
名により、第86回国民スポーツ大会開催要望書を(公財)日本スポー
ツ協会及び文部科学省に提出する。

8月24日 (公財)日本スポーツ協会において、第86回国民スポーツ大会の山梨
県開催が内々定される。

10月18日 第１回市町村担当者連絡会議を開催

11月20日 第86回国民スポーツ大会・第31回全国障害者スポーツ大会山梨県準
備委員会設立総会・第１回常任委員会を開催

令和6年 2月20日 第１回競技運営専門委員会を開催

2月21日 第１回総務企画専門委員会を開催

第２回市町村担当者連絡会議を開催

6月4日 第２回総会を開催

令和7年 1月17日 第３回市町村担当者連絡会議を開催

2月28日 第２回競技運営専門委員会を開催（書面開催）

3月7日 第２回総務企画専門委員会を開催（書面開催）

3月28日 第２回常任委員会を開催（書面開催）

6月19日 第３回総会を開催（書面開催）

9月30日 第３回総務企画専門委員会を開催（書面開催）

10月24日 第３回常任委員会を開催（書面開催）

11月18日 第１回広報・県民共創専門委員会を開催

令和8年 3月18日 第４回総務企画専門委員会を開催（書面開催）

年　　月　　日

これまでの大会準備経過

2月28日､29日

報告事項１

2



 

専門委員会の審議結果について 

 
第 86 回国⺠スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大会山梨県準備委員会会則 

第 13 条第 2 項の規定に基づき、各専門委員会の審議結果について次のとおり報告する。 
 
●広報・県民共創専門委員会 
 〔第１回〕 
  開 催 方 法：令和 7 年 11 月 18 日（火）「山梨県立図書館」 
  第 1 号 議 案：第 86 回国⺠スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会広報基本方針 

〔付託事項〕 
  第 2 号 議 案：第 86 回国⺠スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会広報基本計画 

〔付託事項〕 
  第 ３ 号 議 案：第 86 回国⺠スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会愛称・スローガン

の募集・選定等について〔委任事項〕 
  第 ４ 号 議 案：第 86 回国⺠スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会マスコットキャラ

クターの選定・制作等について〔委任事項〕 
  審 議 結 果：原案のとおり決定した。 
 
 
●総務企画専門委員会 
 〔第４回〕 
  開 催 方 法：令和８年３月 18 日（水）「書面開催」 
  第 1 号 議 案：第 86 回国⺠スポーツ大会競技会場地市町村第３次選定について〔付託事項〕 
  審 議 結 果：原案のとおり決定した。 
 

報告事項２ 
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第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

愛称・スローガンの募集・選定等について【概要】 
 

１ 募集要項（案）の概要 

（１）趣   旨：令和１４年に開催する両大会に向けて機運を高めるため、大会を象徴し、広

く県民に愛される「愛称」及び「スローガン」を募集する 

（２）募 集 期 間：令和８年３月２３日（月）～５月２９日（金） 

（３）募 集 資 格：年齢や性別、県内居住の有無など制限はなし 

（４）応募作品等：「愛称」、「スローガン」 ※それぞれ最優秀賞：１作品、優秀賞：３作品 

※この他、詳細は別紙１をご確認ください 

 

２ 選定要領（案）の概要 

（１）審査基準 

① 共   通：言葉の響きやリズムがよく、印象に残ること など 

② 愛   称：親しみやすく呼びやすいもの／山梨の魅力を発信できるもの など 

③ スローガン：大会に向けた思いを印象づける言葉／山梨をイメージできる言葉 など 

（２）審査・決定のスケジュール： 

年月 広報・県民共創専門委員会 事務局 

R7 年度 

 11 月 

 

 ３月 

○第１回専門委員会 

・募集要項（案）、選定要領（案）、懸賞当

選者抽選要領（案）の審議・承認 

 

募集期間：令和８年３月２３日（月）～令和８年５月２９日（金） 
R8 年度 

 ６月 

 

 

 

 ８月 

 

 

 ９月 

 

 

 

 

 

 10 月 

 

 

 11 月 

 12 月 

 （１）第１次選定 

・応募作品から各 50 作品程度を選定

し、「第１次候補応募作品一覧表」を作

成し、各委員に報告 

（２）第２次選定 

・各委員は「第１次候補応募作品一覧表」か

ら各５作品程度を選定し、事務局に提出 

 

 ・提出作品に「類似商標調査」を実施し、

「第２次候補作品一覧表」を作成 

（３）第３次選定 

・「第２次候補作品一覧表」から上位 10

作品を選定し、「最終候補作品一覧表」

を作成し、委員会に報告 

（４）第２回専門委員会 

・「最終候補作品一覧」から最優秀賞１作品、

優秀賞３作品を選定し、決定する 

 

 ○常任委員会に各決定作品を報告 

○JSPO 国スポ委員会に協議・承認 

※この他、詳細は別紙２をご確認ください 

 

３ 懸賞当選者抽選要領（案）の概要 

 ○採用作品が複数の者から応募があった作品は、委員会で抽選により懸賞当選者を選定 

※この他、詳細は別紙３をご確認ください 

第１次応募作品一覧表
（各 50 作品程度） 

各委員から 
各５作品程度を提出 

最終候補作品一覧表
（各 10 作品程度） 

 令和７（2025 年）年 11 月 18 日 第 1 回広報・県民共創専門委員会 決定 
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 令和７（2025 年）年 11 月 18 日 

 第 1 回広報・県民共創専門委員会 決定 

第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

愛称・スローガン募集要項 

１ 趣旨 

山梨県では、令和１４年に開催する第 86 回国民スポーツ大会及び第 31 回全国パラスポ

ーツ大会に向けて機運を高めるため、大会を象徴し、広く県民に愛される「愛称」及び 「ス

ローガン」を募集します。 

２ 募集期間 

令和８年３月２３日（月）～５月２９日（金） 

３ 応募資格 

年齢や性別、県内居住の有無など、制限はありません。 

未成年の方は、保護者の同意が必要です。（ご応募いただく際に保護者の方の氏名及び電

話番号（平日日中帯にご連絡が取れる連絡先）を応募フォームへご入力いただく必要があ

ります。） 

４ 募集作品及び条件 

（１） 愛称 

▪ 親しみやすく呼びやすい、山梨県らしさあふれる言葉で表現された、令和１４年に開催

される国民スポーツ大会・全国パラスポーツ大会の共通の名称・呼び名のことです。 

▪ 「国民スポーツ大会」と「全国パラスポーツ大会」の略称は、それぞれ「国スポ」「全ス

ポ」とします。 

▪ 「○○国スポ ・全スポ」「国スポ・全スポ○○」など、 「国スポ・全スポ」の文字を必ず入

れてください。 

▪ 「山梨」を入れる場合は、ひらがな、カタカナ、ローマ字（YAMANASHI）を問いません。 

（２） スローガン 

▪ 山梨県で開催する大会の趣旨や目的、大会に向けた思いを印象づける言葉キャッチコピ

ーのことです。 

５ 応募方法 

（１） ご応募はインターネットから受け付けます。その他の応募は受け付けません。 

※ 応募フォームはこちらからになります   ⇒   

（２） 応募１件につき、「愛称」、「スローガン」各１作品を明記し、それぞれに説明や込めら

れた思い（200 文字以内）を必ず記載してください。 

なお、「愛称」、「スローガン」のいずれか又は、両方の応募も可能です。 

（３） 応募者の名前（ふりがな）、郵便番号、住所、年齢、電話番号、職業（学校名、学年）

を記入してください。 

（４） 作品は、自作で未発表のものに限ります。 

（５） １人何作品でも応募できます。ただし、１回の応募につき各１作品の応募とし、それ

ぞれ異なる作品に限ります。 
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 令和７（2025 年）年 11 月 18 日 

 第 1 回広報・県民共創専門委員会 決定 

６ 審査及び決定方法 

（１）第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大会山梨県準備委員会におい

て審査し、採用作品を決定します。 

（２）採用作品の発表は、令和８年１１月頃にホームページなどで公表します。 

７ 懸賞 

応募作品の中から、次のとおり採用作品を決定し、賞状、賞金を贈呈します。また、採用

作品の応募者が複数ある場合は、抽選による懸賞当選者を１名決定します。 

※小学生以下は相当額の図書カードを贈呈します 

（１） 愛称 

最優秀賞 １作品（賞状・賞金５万円） 

優秀賞  ３作品（賞状・賞金１万円） 

（２） スローガン 

最優秀賞 １作品（賞状・賞金５万円） 

優秀賞  ３作品（賞状・賞金１万円） 

８ その他 

（１） 最優秀賞各１作品は、第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会の「愛

称」、「スローガン」として採用し、その広報活動などに広く使用します。 

（２） 採用作品の著作権（著作権法第 27 条及び第 28 条に規定する権利を含む）、商標権そ

の他一切の権利は、第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大会山梨県

準備委員会に帰属するものとします。 

（３） 応募作品について著作権等に関わる問題が生じないよう十分注意し、生じた場合は応

募者の責任において処理することとし、準備委員会は一切の責任を負わないこととしま

す。 

（４） 応募作品は、返却しません。 

（５） 応募作品は、補作（加筆・修正）を行った上で、採用作品とする場合があります。 

（６） 住所、名前、電話番号等の個人情報については、本事業実施に関わる事務以外には使

用しません。なお、懸賞当選者の名前、住所（市町村名）、職業（学校名・学年）につい

ては原則公表します。 

（７） この募集要項に違反したものは、審査の対象となりません。後日違反が判明した場合

には、採用を取り消すことがあります。 

（８） 応募の時点で、この募集要項の記載事項に同意したものとします。  

（９） 令和１３年度から、 「全国障害者スポーツ大会」は 「全国パラスポーツ大会」に名称が

変更します。 

９ 応募・問い合わせ先 

住所：〒400-8501 山梨県甲府市丸の内 1－6－1 

事務局：第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大会 

山梨県準備委員会事務局（山梨県観光文化・スポーツ部 スポーツ振興課 

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会準備室内） 

ＴＥＬ：055-223-1780 

ＦＡＸ：055-223-1786 

ＭＡＩＬ：sports-js@pref.yamanashi.lg.jp 
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第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

愛称・スローガン選定要領 
 

１ 目的  

この要領は、第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会の 「愛称」及び

「スローガン」の採用作品を選定するために必要な事項を定める。  

２ 審査基準  

選定にあたっては、次の事項を勘案して審査するものとする。  

（１）共通  

▪ 言葉の響きやリズムがよく、印象に残ること。 

▪ 一部の地域に限定される表現が用いられていないこと。 

▪ 過去に使用された作品と類似していないこと。 

（２）愛称  

▪ 誰からも親しみやすく、呼びやすいものであること。 

▪ 山梨県の魅力を広く発信できるものであること。 

（３）スローガン  

▪ 山梨県で開催される大会の趣旨や目的、大会に向けた思いを印象づける言葉であるこ  

と 

▪ 山梨県をイメージできる言葉・フレーズが用いられていること。 

３ 審査・決定方法 

審査は、事務局による調整の後、広報・県民共創専門委員会にて審査を行う。 

（１）事務局による第１次選定  

事務局は、応募作品をとりまとめ、愛称、スローガンごとに「応募作品一覧表」を作

成する。さらに、事務局は審査基準に基づき「応募作品一覧表」の中から 50 作品程度の

数の作品を選定し、「第１次候補応募作品一覧表」を作成する。  

（２）広報・県民共創専門委員会委員による第２次選定 

① 委員は、「第１次候補応募作品一覧表」の中から、優れていると思われる各５作品程度

を選定し、その結果を事務局に提出する。（委員による補作は行わない） 

② 事務局は、前項で提出された作品をまとめ、類似商法調査を行った後、 「第２次候補作

品一覧表」を作成する。  

（３）事務局による第３次選定 

事務局は、「第２次候補作品一覧表」の中から、優れている作品に得点に基づいて順位 

を付けて 10 作品を選定し、「最終候補作品一覧表」を作成の上、広報・県民共創専門委

員会に報告する。 （事務局による補作を行うことができる。） 

（４）広報・県民共創専門委員会による決定 

専門委員会を開催し、事務局から報告を受けた「最終候補作品一覧表」について協議

し、最終的に最優秀作品１作品と優秀作品３作品を選定し、決定する。  

（５）受賞者の決定  

最優秀作品、優秀作品の応募者が複数ある場合は、別途定める抽選方法により、受賞

者を決定する。  

４ 報告及び発表  

常任委員会において、愛称及びスローガンの採用作品を報告する。  

採用作品の発表は、県ホームページなどで公表する。 

 令和７（2025 年）年 11 月 18 日 

 第 1 回広報・県民共創専門委員会 決定 
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 令和７（2025 年）年 11 月 18 日  

第 1 回広報・県民共創専門委員会 決定 

 

第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

愛称・スローガン懸賞当選者抽選要領 
 

１ 趣旨  

この要領は、第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大会山梨県準備委

員会広報・県民共創専門委員会（以下「専門委員会」という。）において、愛称・スローガ

ンの採用作品が複数の者から応募があった作品である場合に、懸賞当選者を選定するため

に必要な事項を定める。  

 

２ 抽選対象者の確定  

（１）複数の者から応募があった採用作品を対象作品といい、その応募者を抽選対象者とする。  

（２) 第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大会山梨県準備委員会事務局

（以下「事務局」という。）は、対象作品ごとに抽選対象者に抽選番号を付し、抽選対象

者一覧表を作成する。  

 

３ 抽選の場所および抽選者  

（１）抽選は、専門委員会において行うものとする。  

（２）抽選者は、専門委員会委員長とする。  

 

４ 抽選方法  

（１）事務局は、抽選対象者一覧表により、抽選対象者の確認を行う。  

（２）事務局は、抽選番号が書かれた抽選カードを抽選箱に入れ、抽選者は抽選箱から一枚

の抽選カードを取り出す。  

（３）事務局は、抽選箱から取り出された抽選カードの番号を確認し、抽選対象者一覧表か

ら該当する抽選番号が付された抽選対象者の氏名、住所等を読み上げ、懸賞当選者を決

定する。 
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 令和７（2025 年）年 11 月 18 日  

第 1 回広報・県民共創専門委員会 決定 

第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

マスコットキャラクターの選定・制作等について 

 

１ マスコットキャラクターの選定 

平成２２年から山梨の観光マスコットとして活動し県内外に広く周知されており、ＰＲ

効果が高まることが期待できるため、「富士の国やまなし観光キャラバン隊長」の「武田菱

丸」を採用したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 大会仕様デザイン等の制作・決定 

マスコットキャラクターの大会仕様デザイン等を次の方法により制作・決定したい。 

（１） 大会仕様デザインの制作 

国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会を象徴し、想起させる大会仕様デザイン

の制作について、次の「デザイン要件」を付して著作者に依頼したい。 

○デザイン要件 

国民スポーツ大会 全国パラスポーツ大会 

・「2032」と記載されたスポーツユニフォーム

を着用し、正面に向かって走るデザイン 

・国民スポーツ大会のデザインを踏襲しつ

つ、車椅子を利用するなど、障害者スポー

ツの要素を含むデザイン 

（２）各競技種目デザインの制作 

国民スポーツ大会及び全国パラスポーツ大会の各競技種目に係るデザイン（６２種類）

の制作について、著作者に依頼したい。 

（３）制作デザインの決定 

上記（１）及び（２）により制作されたデザイン（案）を、令和８年度広報・県民共創

専門委員会において協議・承認いただき、常任委員会に報告し、決定となる。 

 

 

【プロフィール】 
・性格：勇敢で頭脳明晰。 
    従順でみんなに優しく、がまん強い。 

でも、ちょっぴり淋しがりや 
・宝物：武田菱の兜、富士山の腹掛け、 

いつも持ってる風林火山の軍配 
・趣味：信玄公祭りを盛り上げること 
・好物：陣中ほうとう、甲州とりもつ煮 
・好きなことば：皆のもの〜出陣じゃ〜！ 
・チャームポイント：⿊目がちなつぶらな瞳 武田菱丸 
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審議事項 
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第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

広報基本方針（案）について 

 

本審議の趣旨 

  第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会広報基本

方針（案）を、別紙のように定めるものとする。 

 

《理由》 

○ 大会開催にあたり機運の醸成を図るため、広報活動に関する基本方

針をあらかじめ定めたい。 

 

《留意事項》 

○  令和１３年から、「全国障害者スポーツ大会」は「全国パラスポーツ

大会」に名称が変更します。 

審議事項１ 
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第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

広報基本方針（案） 

 

第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会（以下「大会」という。）

の広報活動については、「第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国障害者スポーツ大

会開催基本方針」に基づき、大会の開催の意義を広く県民に周知し、その理解を深め

ることにより、開催に向けた機運の醸成を図るため、次の方針により実施する。 

 

 

１ 県、市町村、学校、企業、ボランティア団体、ＮＰＯなど多様な主体と連携し、

オール山梨で協働しながら各種の広報媒体を戦略的かつ効果的に活用し、大会の広

報に努める。 

 

２ 準備期間を含めて、報道機関との連携やＳＮＳをはじめとした多様なメディアの

活用により、大会に関する情報を迅速かつ広域に伝達するとともに、山梨が誇る自

然の恵み、歴史、文化、芸術、暮らし等の多彩な魅力を全国に発信する。 

 

３ 大会を象徴し、広く県民に愛されるような愛称・スローガン、マスコット等を制

定し、その普及を図ることにより、大会開催に向けて機運を高める。 

 

４ 大会の映像、写真等を撮影・収集し、その感動と興奮を永く記録にとどめるとと

もに、大会の開催成果を山梨県の財産として未来へ継承する。 

 

 

別紙 
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第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

広報基本計画（案）について 

 

本審議の趣旨 

  第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会広報基本

計画（案）を、別紙のように定めるものとする。 

 

《理由》 

○ 大会開催にあたり広報活動を積極的かつ効果的に推進するため、広

報活動に関する基本計画をあらかじめ定めたい。 

審議事項２ 
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第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会 

広報基本計画（案） 

 

第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会（以下「大会」という。）に向け、

「第 86 回国民スポーツ大会・第 31 回全国パラスポーツ大会広報基本方針」（以下「広報基本

方針」という。）に基づき、次の広報活動を積極的かつ効果的に推進する。 

 

１ 愛称・スローガン等による広報 

大会を象徴する愛称・スローガン等を制定し、普及する。 

（１）愛称・スローガンの制定及び普及 

（２）マスコットキャラクター等の制定及び普及 

２ 各種広報物による広報 

各種広報物の活用により大会開催に関する情報を発信するなど、広報活動を展開する。 

（１）広報誌の発行 

（２）ポスター、パンフレット、リーフレット等の作成 

（３）各種ガイドブック等の作成 

（４）広報グッズ等の作成 

３ 多様なメディアによる情報発信 

報道機関との連携やＳＮＳをはじめとした多様なメディアを活用し、迅速かつ広域的な

情報発信により広報活動を展開する。 

（１）ホームページ・ＳＮＳ等による情報発信 

（２）新聞・ラジオ・テレビ等による情報発信 

４ イベント等による広報 

各種イベントと連携した広報活動を実施する。 

（１）県、市町村、関係機関、学校等において実施する各種イベント等におけるＰＲ活動等

の実施 

５ 屋外広報物による広報 

横断幕等の屋外広報物の設置により大会開催の広報活動を推進する。 

（１）横断幕等の設置 

（２）案内表示等の設置 

６ 大会記録集等の制作 

大会の開催成果を大会映像等に記録する。 

（１）大会記録集の制作 

（２）大会記録映像の制作 

７ 記念グッズ等による広報 

大会開催を記念するグッズ等を作成、大会開催の広報活動を推進する。 

（１）記念グッズ等の作成 

８ その他 

その他、広報基本方針に基づき、必要な広報を実施する。 

別紙 
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第 86 回国民スポーツ大会 

競技会場地市町村第３次選定（案）について 

 

本審議の趣旨 

  第 86 回国民スポーツ大会競技会場地市町村の選定について、別紙の

競技会場地を第３次選定（案）とする。 

 

《理由》 

○  中央競技団体の会場地市町村視察（開催６年前:Ｒ８年度）までに 

競技会場地市町村を選定することとしている。 

 

○ ついては、市町村及び競技団体の競技会開催意向調査やヒアリング、

現地調査を行った結果、開催意向の一致する競技について、競技会場

地の第３次選定（案）としてお諮りするもの。 

※なお、残りの競技については、引き続き開催意向の一致に向けて

調整を行う。 

審議事項３ 
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No 種別 市町村名 開催予定施設

1 競泳 全種別

2 飛込 全種別

3 アーティスティックスイミング 少年女子

7 未定 富士吉田市 富士北麓公園体育館

9 上野原市 桂川野球場

10 都留市 都留市総合運動公園楽山球場

11 全種別 山梨市 山梨市民総合体育館

14 成年男子 鳴沢村 富士レイクサイドカントリー倶楽部

（留意事項）

ラグビーフットボール12
成年男子
少年女子

富士吉田市
富士山の銘水スタジアム
（富士北麓公園陸上競技場）

2.開催予定施設欄の「未定」については、別途調整する。

ゴルフ

銃剣道 全種別 富士吉田市 富士北麓公園体育館

1.開催予定施設は、今後中央競技団体の視察結果等により、会場の追加・変更が生じる場合がある。

13

第86回国民スポーツ大会競技会場地市町村第３次選定（案）　

【競技別】

競技・種目

水球

県外 未定

少年男子
女子

水泳

4

バドミントン

体操 トランポリン
男子
女子

南アルプス　ジットスタジアム
（櫛形総合公園野球場）

南アルプス市

軟式野球 成年男子

バスケットボール

8

東京エレクトロン韮崎アリーナ
（韮崎中央体育館）

バレーボール ６人制 成年女子 韮崎市5

6 南部町 アルカディア南部総合公園スポーツセンター

別紙
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No 市町村名 種別 開催予定施設

1 未定 富士北麓公園体育館

3 全種別 富士北麓公園体育館

4 都留市 成年男子 都留市総合運動公園楽山球場

5 山梨市 全種別 山梨市民総合体育館

8 上野原市 成年男子 桂川野球場

9 南部町 体操 トランポリン
男子
女子

アルカディア南部総合公園スポーツセンター

10 鳴沢村 成年男子 富士レイクサイドカントリー倶楽部

11 競泳 全種別

12 飛込 全種別

13 アーティスティックスイミング 少年女子

1.開催予定施設は、今後中央競技団体の視察結果等により、会場の追加・変更が生じる場合がある。

2.開催予定施設欄の「未定」については、別途調整する。

東京エレクトロン韮崎アリーナ
（韮崎中央体育館）

韮崎市 バレーボール ６人制 成年女子

南アルプス　ジットスタジアム
（櫛形総合公園野球場）

成年男子軟式野球南アルプス市7

第86回国民スポーツ大会競技会場地市町村第３次選定（案）

【市町村別】

競技・種目

バスケットボール

富士吉田市
成年男子
少年女子

富士山の銘水スタジアム
（富士北麓公園陸上競技場）

銃剣道

ラグビーフットボール2

（留意事項）

軟式野球

バドミントン

軟式野球

6

水泳 未定

14 水球
少年男子
女子

ゴルフ

県外

別紙
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No 種別 市町村名 選定状況

1 全種別 甲府市 ２次

競泳 全種別 ３次

飛込 全種別 ３次

アーティスティックスイミング 少年女子 ３次

１次

１次

１次

１次

少年女子
成年女子

中央市 ２次

少年女子
成年女子

昭和町 １次

全種別 甲府市 ２次

未定 調整中

5 全種別 富士河口湖町 １次

未定 南アルプス市 １次

未定 調整中

7 全種別 調整中

成年女子 韮崎市 ３次

未定 昭和町 １次

未定 調整中

未定 調整中

ビーチバレーボール
少年男子
少年女子

北杜市 １次

体操競技 全種別 甲府市 ２次

新体操
少年男子
少年女子

甲府市 ２次

トランポリン
男子
女子

南部町 ３次

未定 ２次

未定 ２次

未定 富士吉田市 富士北麓公園体育館 ３次

11 全種別 調整中

12 全種別 山中湖村 ２次

13 全種別 山梨市 山梨市民総合体育館 １次

１次

甲州市立塩山中学校体育館 １次

山梨市民総合体育館 ２次

日川高等学校体育館 ２次

ロード 未定 調整中

16 全種別 甲府市 ２次

未定 調整中

未定 調整中

セーリング

ウエイトリフティング

甲州市

山中湖村ヨットハーバー

甲州市塩山体育館

境川自転車競技場

甲府市

10

レスリング

サッカー

少年男子

ボクシング

２次

３次

調整中

韮崎市

2

3

ローイング

韮崎中央公園陸上競技場

韮崎中央公園芝生広場

御勅使サッカー場

韮崎市営総合グラウンド

YSK-ecomシルクパーク人工芝グラウンド
（中央市農村グラウンド）

押原公園グラウンド

小瀬スポーツ公園庭球場

河口湖漕艇場

4 テニス

陸上競技

オープンウォータースイミング
男子
女子

開催予定施設

JITリサイクルインクスタジアム
（小瀬スポーツ公園陸上競技場）

未定

少年男子
女子

水泳

第86回国⺠スポーツ⼤会競技会場地市町村選定状況⼀覧 

全種別 山梨市

14

トラックレース
男子A
男子B
女子

ハンドボール

成年男子

笛吹市
自転車15

ソフトテニス

競技・種目

水球

県外

白州体育館サンドバレーコート

緑が丘スポーツ公園体育館

緑が丘スポーツ公園体育館

アルカディア南部総合公園スポーツセンター

小瀬スポーツ公園体育館

緑が丘スポーツ公園体育館

忍野中学校体育館

6 ホッケー

卓球17

１次

６人制

バレーボール

体操

8

9

山梨県立白根高等学校第二グラウンド

東京エレクトロン韮崎アリーナ

昭和町総合体育館

バスケットボール

忍野村
成年女子
少年女子

小瀬スポーツ公園庭球場

参考
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No 種別 市町村名 選定状況開催予定施設競技・種目

都留市 ３次

上野原市 ３次

調整中

20 全種別 北杜市 ２次

21 全種別 調整中

22 全種別 調整中

少年男子 甲斐市 ２次

未定 調整中

未定 調整中

未定 調整中

24 全種別 山梨市 ３次

近的 ２次

遠的 ２次

センター・ファイア・ピストル 甲斐市 ２次

エアライフル・スモールボアライフル 調整中

ビームライフル・ビームピストル 調整中

27 全種別 調整中

未定 南アルプス市 １次

29 全種別 調整中

スプリント 全種別 富士河口湖町 １次

ワイルドウォーター・スラローム 全種別 県外 ２次

31 全種別 甲斐市 ２次

32 全種別 上野原市 ２次

34 成年 県外 ２次

36 全種別 甲斐市 ２次

成年男子 鳴沢村 ３次

未定 調整中

未定 調整中

軟式 未定 調整中

（留意事項）

計

１次 17

２次 24

３次 14

調整中 24

39

トライアスロン

硬式

成年女子
少年女子

昭和町

ゴルフ

ボウリング

なぎなた

山日YBS球場
（小瀬スポーツ公園野球場）

成年男子
成年女子

３次

空手道

クレー射撃

ラグビーフットボール

調整中

１次

フェンシング

山梨市民総合体育館

小瀬スポーツ公園武道館

山梨県警察学校射撃場

３次

２次

バドミントン

38

甲府市

26 ライフル射撃 全種別

全種別

18

相撲19

23

弓道

35

37

高等学校野球
未定 甲府市

2.開催予定施設欄の「未定」については、別途調整する。

スポーツクライミング

剣道

銃剣道
少年男子
成年男子

富士吉田市

1.開催予定施設は、今後中央競技団体の視察結果等により、会場の追加・変更が生じる場合がある。

33

28

カヌー30

アーチェリー

成年男子
少年女子

富士吉田市
富士山の銘水スタジアム
（富士北麓公園陸上競技場）

御勅使南公園ラグビー場

精進湖カヌー競技場

未定

双葉スポーツ公園総合運動場

上野原中学校体育館

２次

25

成年男子
少年男子

忍野村

馬術

ソフトボール

柔道

軟式野球

山日YBS球場
（小瀬スポーツ公園野球場）

都留市総合運動公園楽山球場

富士北麓公園体育館

未定

昭和町総合体育館

ダイトースターレーン双葉

富士レイクサイドカントリー倶楽部

南アルプス　ジットスタジアム
（櫛形総合公園野球場）

桂川野球場

忍野村民体育館

山梨県馬術競技場

双葉スポーツ公園総合運動場

１次

甲府市

成年男子
南アルプス市 ３次

19




